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研究成果の概要（和文）：本邦のインフラとして非常に重要な海上交通における大型船舶と小型漁船との航行上
のコンフリクトを解消するために、大型船舶と小型漁船との避航に関する調査を実施した。その結果、船の大き
さの違いからの距離感の相違による避航の時期が異なること、注意喚起のための汽笛の吹鳴等について、大型船
舶と小型漁船では異なることが明らかになった。これらの相違について、大型船舶及び小型漁船の運航者に対し
公表し、相互理解を促進し、衝突防止に貢献することができた。

研究成果の概要（英文）：This study conducted a survey on collision avoidance between large vessels 
and small fishing boats,for eliminate navigation conflicts between large vessels and small fishing 
boats in maritime traffic.
The results clarified the following.① The time of avoidance is different due to the difference in 
the sense of distance from the difference in the size of the ship, ② Understanding of whistle 
blowing to call attention is different for large vessels and small fishing boats
We announced these differences  results to operators of large vessels and small fishing boats, 
promoted mutual understanding and contributed to the prevention of collision.

研究分野： 海上交通法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
① 2005 年 9 月 28 日、北海道納沙布岬南

東方沖合において漁船第三新生丸（以

下「新生丸」）と貨物船ジムアジア（以

下「ジムアジア」）が衝突した。衝突

によって新生丸は転覆し、乗組員７名

が死亡した。 

② 2008 年 2 月 19 日、千葉県野島崎南方

沖合において海上自衛隊護衛艦あた

ご（以下「あたご」）と漁船清徳丸（以

下「清徳丸」）が衝突した。この衝突

によって清徳丸は船体が二つに分断

され、乗組員２名は行方不明となり、

のちに死亡が認定された。 

③ 2012 年 9 月 24 日、宮城県沖の太平洋

で昨年９月、パナマ船籍の貨物船と衝

突した三重県紀北町の漁船堀栄丸が

沈没し、１３人が行方不明、のちに死

亡が認定された。 

④ 2013 年 6 月 23 日、宮城県南東沖の太

平洋上でマーシャル諸島船籍の自動

車運搬船「NOCC Oceanic」と高知県須

崎市のマグロはえ縄漁船「第７勇仁

丸」（19 トン、乗組員 9人）が衝突、

「第７勇仁丸」は転覆し、船長が行方

不明。 

⑤ 2013年9月1日、山口県上関町沖約６．

６キロの海上で、海上自衛隊の掃海母

艦「ぶんご」（5700 トン）と、愛媛県

伊予市の下灘港を出港した漁船「勉栄

丸」（4.4 トン）が衝突 

このように本邦の海域では、大型船舶と小
型漁船との重大な海難がしばしば発生して
いる。 
現行の海上交通法（海上衝突予防法）にお

ける基本的な航法を確認すると、第 13 条「追
越し船の航法」、第 14 条「行会い船の航法」、
第 15 条「横切り船の航法」は、いずれも２
船間の相対的な位置関係によってのみ避航
船（予防法第 16 条）若しくは保持船（予防
法第 17 条）の立場が決定する。また第 18 条
「各種船舶間の航法」では、船種による操縦
性能の差に応じた航法が規定されている。し
かし予防法では、総トン数などの船舶の大き
さによる操縦性能の差に着目した航法は存

在しない。 
また、国際海事機関）・第 54 回航行安全小

委員会においても、イタリアから、プレジャ
ーボート（小型の船舶）以外の船舶に、プレ
ジャーボートより高い航行優先権を与える
べきであるという提案がなされた。本提案は
議論の、IMO での採択は見送られ、各国が国
内法で対応することが決定されている。この
ように海外においても、大型船舶と小型船舶
の交通ルールは問題になっている。 

 
２．研究の目的 
本研究では、漁船の乗組員に対する現行海

上法規に対する意識及び知識調査を実施し、
現行法規と漁船乗組員の認識とのギャップ
を明らかにする。その結果から、事故防止の
対策や新しい規則の必要性について検討し、
本邦のインフラとして非常に重要な海上交
通路における大型船舶と小型漁船との航行
上のコンフリクトを解消する。これにより、
海難の減少に貢献する。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 27（2015）年度には、先行研究の

精査し、予備聞き取り調査用紙（大型船

舶者用・小型漁船者用）を作成した。10

月以降から順次、漁港等において予備調

査を実施した。予備調査結果を整理し、

解析した。予備調査結果を基に本調査用

の調査用紙を作成した。 

(2) 平成 28（2016）年度は、本調査を実施

した。本調査結果を総合的に解析した。 

(3) 平成 29（2017）年度は、過去 2 年間の

調査結果の総合的解析を基に、小型漁船

操縦者と大型船舶の操船者の避航に関

する相違について、法的な観点及び心理

的観点から研究成果を論文等にまとめ

て発表した。 

 
４．研究成果 
(1) 平成 28（2016）年度に実施した大型船舶

操船者（水先人 181 名（関門 24 名、内
海 68 名、大阪湾 89 名）、外航職員 117
名、内航職員 41 名）と漁業従事者 483
名に対する大規模なアンケート調査は
今までに実施されたことはないもので
あり、非常に貴重なデータを収集するこ
とができた。 

(2) 上記、アンケート調査と海難統計等から、
以下のことが明らかになった。 
① 漁船の衝突事故原因としては「見張

り不十分」が最も多く、操業、漁獲
物選別、魚群探査、漁具の整理など



の作業におわれ見張り不十分にな
るという実態が指摘されている。漁
船が関係した衝突事故を調査の結
果、「自船が漁船であるので、相手
船が避航してくれると思った」など
の「思い込み」が影響して、動静監
視不十分を引き起こしていること
が明らかになった 

② 漁業従事者の距離感覚は人それぞ
れであり、その結果、他の船舶を避
ける時期が大きく異なることが明
らかになった。 

③ アンケート調査から、大型船舶の操
船者が漁船に避けてほしい注意し
て自船を見ていてほしいと思って
いるのに対し、漁業従事者は誰に対
しての汽笛か、はるか遠くで汽笛が
鳴っているのとの感覚である。大型
船舶のそ操船者と漁業従事者では、
大型船が衝突予防や注意喚起から
吹鳴する汽笛について、その意味に
対する理解が異なることがあきら
かになった。 

④ 法的な面としては、大型船舶が保持
船の場合の早期の避航動作に関す
るものとして、大型船舶と小型船舶
で距離感覚が相違から大型船舶が
早期に避航動作をとった場合の問
題（新たな衝突のおそれ）について、 

⑤ 海上衝突予防法 17 条 2 項は、横切
り関係における保持船による早期
の避航動作を認めた条文であり、
1972 年 COLREGS から導入されてい
る。大型船舶にとっては、自船の動
作で他の船舶との衝突を避ける動
作をとることができる根拠条文で
あるが、大型船舶と小型船舶で距離
感覚が相違から大型船舶が早期に
避航動作をとった場合、その動作が
「新たな衝突のおそれ」を生じさせ
たと問題になることがある。「新た
な衝突のおそれ」の適用条件を明ら
かにし、更に、「無難に航過する」
の問題点を指摘し、２つの論文にま
とめた。 

(3) 本研究において、上記に示した明らかに
なった事項について、研究発表、論文等
により公表、アンケート協力者へ結果を
フィードバックにより、相互理解を促進
することができた。その結果、船舶衝突
事故の防止につながり、本邦のインフラ
として非常に重要な海上交通路であり
かつ漁場での海域における海難防止に
寄与することができた。 
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